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１．はじめに 

我が国では近い将来，高度経済成長期に建造した

膨大な数の土木構造物が更新時期を迎えるため，点

検・維持管理に関する研究及び実施が進みつつある．

現在，構造物の点検は，一定のフォーマットを持つ

点検シートに手書きで行われているため，時間を要

している．また最近では，IC（Integrated Circuit）タ

グを用いて点検データを電子データで保存する方法

1)も開発されているが，IC タグの設置や維持管理が

困難であることや，悪戯等への懸念から管理者が利

用を避ける等の課題が挙げられる． 

一方，AR（Augmented Reality）技術が最近注目

されている．AR の位置合わせに，人工マーカを用

いると，結局構造物にマーカを貼り付ける事になり．

IC タグと同様の問題が発生する．GPS（Global 

Positioning System）と磁気センサを用いる手法もあ

るが，地下では使用できないあるいは，安価なもの

では誤差が大きいといった問題がある． 

そこで本研究では，画像マッチング手法を用いた

AR 技術（画像マッチング AR）に着目した．この

技術を用いて，カメラ内臓のタブレット PC 等によ

り画像を認識させる事により．該当する点検シート

が即座に画面に表示されるようなシステムを開発す

ることとした． 

 

２．システム開発 

本研究で開発したシステムでは，ARToolKit NFT

（Natural Feature Tracking）の動作原理を利用し，画

像マッチング手法を用いた位置合わせを行う．開発

システムの動作イメージを図-1に示す．本システム

を利用するにあたって，事前に構造物の点検対象領

域の写真を撮影し，その写真に対して特徴抽出を行

う．その結果から，パターンファイルを作成する．

パターンファイルとは，認識する画像の情報が入っ

たファイルの事を指し，イメージセットファイル，

特徴集合ファイル，KPM（Key Point Matching）フ

ァイル，設定ファイルの 4つのファイルからなる．

次に，web カメラとシステムを搭載した PC とを接

続し，web カメラを通じて点検箇所のリアルタイム

の情報を得る．その映像とパターンファイルの情報

をマッチングさせることで位置合わせを行い，

OpenGL (Open Graphics Library) の描画機能を用いて

過去の点検データ等の点検に必要なデータを描画す

る． 

また，近年点検に利用されている IC タグに代わ

る機能も持たせるために，対象領域を認識すると，

点検対象箇所の点検シートを別ウィンドウで表示さ

せる．さらに，認識対象領域をトリガーにして情報

を呼び出すため，点検項目，過去の点検結果がタイ

ムリーに表示される．本システムは，従来の

ARToolKit のアルゴリズムを用いないため，人工マ

ーカを用いることなく位置合わせを行うことが可能

となり，人工マーカの設置が困難な屋外大規模構造

物にも利用可能である． 

 

３．検証 

 開発システムの屋外検証実験として，実存する橋

梁に対してシステムを利用し，システムの有用性を

図-1 システム利用イメージ 



 

評価した．対象領域として水位線表示標示のある橋

脚を選定した．対象領域を図-2に，特徴抽出結果を

図-3 に示す．特徴集合ファイルのデータを赤色の□，

KPM ファイルのデータを緑色の×で示した．次に，

位置合わせ直後の様子を図-4に示す．また，点検対

象箇所が認識されると別ウィンドウで表示される点

検シートの記入例を図-5，図-6 に示す．点検シート

の作成は，橋梁点検ハンドブック 2)を参考に作成し，

詳しい点検項目に関しては，大分県の定期点検結果

の記入要領を参考に作成した． 

本システム導入の効果について，点検における効

率化，省力化の観点から評価する．①点検結果をデ

ータとして直接保存するため，点検後事務所で点検

結果を入力する必要がなくなった．②対象箇所を認

識すると過去の点検データが呼び出されるため，紙

媒体の過去のデータを参照する場合に比べ時間短縮

及び正確性の向上につながった．③過去の点検デー

タが PC 内に保存されているため，紙媒体の過去の

点検データを持参する必要がなくなった． 

 本システムでは，過去の点検データ及び新しく行

われた点検の結果を PC 内に保存する仕様になって

いるが，サーバと通信を行いデータベース化するこ

とで，より多くのデータを管理することが可能にな

ると考えられる．また，対象領域を認識する際に誤

認識をしてしまう場合があるため，簡易 GPS を搭

載して事前に認識対象領域を限定しておく必要があ

る． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．結論 

本研究では，土木構造物の平面的な構造をした部

分を対象とした，画像マッチング AR を用いた構造

物点検支援システムを開発した．その結果， 

① 人工マーカ等の道具を利用せず，AR の表示

を行うことが可能であること 

② IC タグ等の道具を利用せず，過去の点検デ

ータ及び，点検対象箇所の点検シートを呼

び出すことが可能であること 

を明らかにした．本研究では PC 用のシステムを開

発したが，利用環境を整えることでタブレット端末

への移植も可能である． 
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図-5 点検シート記入例 1 

図-6 点検シート記入例 2 

図-4 位置合わせ結果 

図-3 特徴抽出結果 図-2 認識対象領域 
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